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問３（公開鍵基盤） 
設問１ 
ａ＝エ ｂ＝ア ｃ＝オ ｄ＝キ ｅ＝イ

ａ．メッセージの送信者である社員Ａの秘

密鍵で暗号化することによって、送信者が

社員Ａであることを証明できる。 
ｂ．メッセージとディジタル署名を暗号化

して送るために一時的な共通鍵を生成する。 
ｃ．社員Ｂの公開鍵を使って暗号化するこ

とで、社員Ｂにしか復号（＝暗号解読）で

きなくする。その際、Ｂの公開鍵証明書が

有効であることを確認しなければいけない。 
ｄ．共通鍵は社員Ｂの公開鍵で暗号化され

ているので、これを復号するには社員Ｂの

秘密鍵が必要である。 
ｅ．Ａの秘密鍵で暗号化されたハッシュ値

を復号するには、Ａの公開鍵を使えばよい。 
設問２ ｆ＝エ ｇ＝イ ｈ＝ケ

認証局サーバが生成するのは、「社員Ｃの

秘密鍵」と「社員Ｃの公開鍵」である。（４）

の記述から、認証局サーバは社員Ｃの公開

鍵証明書を生成するので、空欄ｆにはエ、

空欄ｇにはイを入れる。順不同でないこと

に注意！ 
 真正な認証局サーバが社員Ｃの公開鍵証

明書を発行したことを証明するため、認証

局の秘密鍵を使ってディジタル証明を生成

する。 
 
 
 
 
 

問４（広告効果の分析） 
設問１ ａ＝エ ｂ＝ウ ｃ＝イ

ａ．セル H3 に入力した計算式をセル H4
～H502 に複写しても正しい結果が出るよ
うに相対参照を利用する。Ｅ列とＤ列の対

応する行について相対参照を行うので、E3
またはD3を参照するときに、それぞれE$3
またはD$3と絶対参照を使っては複写され
たセルで正しい結果が出ない。 
ｂ．ｃ． 
条件付個数の関数（Excel では COUNTIF
関数）を使えばよい。ｂには計数するセル

の範囲を入れ、ｃには計数する条件を入れ

る。関数の詳細は、問題冊子の末尾にある

「表計算ソフトの機能・用語」の「７．関

数」を参照のこと。 
 
設問２ 
ｄ＝イ ｅ＝カ ｆ＝イ ｇ＝イ ｈ＝コ

ｄ．新聞および雑誌それぞれの広告回数か

ら広告費用を計算する。 
ｅ．セル D23に入れるべき計算式は、予算
と工数による制約の範囲内で、獲得できる

志願者数の期待値である。ただし、最大予

算と最大工数を超える場合には「－」を表

示する。 
ｆ．ｇ．ｈ． 
表２を見ると、＜獲得できる志願者数の期

待値＞が最大の 10 となるのは２つの場合
がある。そのうち、＜広告の準備に必要な

工数＞が少ないのは新聞広告２回および雑

誌広告２回の場合である。そのとき、＜獲

得できる志願者数の期待値＞は 10人。 


